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１ 高校の「５文型」につながる！
〈get＋形容詞〉「…になる」などの文／〈give＋人＋もの〉
「（人）に…をあげる」などの文／makeのいろいろな文 など

ຊレベルج

�

ᾇ ɹʮʢਓʣʹʢ΋ͷʣΛ͋͛Δʯ͸ʪgiveʴਓʴ΋ͷʫͰද͢ͷͰɼgiveΛ༻͍Δɻ
ᾈ ɹʮʜΛʙʢͷঢ়ଶʣʹ͢Δʯ͸ʪmake ʢɹ୅ʣ໊ࢺʴܗ༰ࢺʤ໊ࢺʥʫͰද͢ɻ͜͜Ͱ͸աڈͷ
จͳͷͰɼmakeͷաܗڈmadeΛ༻͍Δɻ

ᾉ ɹʮʜʹͳΔʯ͸ʪgetʴܗ༰ࢺʫͰද͢ͷͰ getΛ༻͍Δɻ͜ͷจͷओޠ͸ɼఱީΛද͢ itͰ̏
ਓশɾ୯਺ͳͷͰ -sΛ͚ͭͯɼgetsͱ͢Δɻget to ...͸ʮʜʹண͘ʯͱ͍͏ҙຯɻ

ᾇ ɹʮଟ͘ͷਓΛͤ޾ʹͨ͠ʯ͸ʮʜΛʙʢͷঢ়ଶʣʹ͢Δʯͷܗɻ܈ޠʹmakeͷաܗڈmadeɼ
ࢺ༰ܗ happy͕͋Δ͜ͱ͔Βʪmake ʢɹ୅ʣ໊ࢺʴܗ༰ࢺʫΛ༻͍ͯද͢ɻ

ᾈ ɹʮ͍ࣂΠψʹ͑͞Λ༩͑Δʯ͸ʮʢਓʤಈ෺ʥʣʹʢ΋ͷʣΛ͋͛Δʯͷܗɻ܈ޠʹ foodʮ͑͞ʯɼ
ಈࢺ giveʹ -sͷ͍ͭͨ givesɼdogʮΠψʯɼͦͯ͠લஔࢺ to͕͋ΔͷͰɼʪgiveʴ΋ͷʴ toʴ
ਓʤಈ෺ʥʫΛ༻͍ͯද͢ɻgivesͷޙʹʮ͑͞ʯfoodΛஔ͖ɼͦ ͷޙʹલஔࢺ toɼʮ͍ࣂΠψʢʹ
൴ͷΠψʣʯhis dogͷॱͰଓ͚Δɻ

̍

̎

̍ɹᾇ giveɹᾈ madeɹᾉ gets
̎ɹᾇ (The news) made many people happy(.)
ɹᾈ (The man) gives food to his dog (every day.)

ᾇ (We) call these flowers sakura (in Japanese.)
ᾈ  (My parents) bought a bike for me(.)

ᾇ ɹ܈ޠʹ sakuraʮαΫϥʯɼಈࢺ callɼflowersʮՖʯ͕͋ΔͷͰɼʪcall ʢɹ୅ʣ໊ࢺʴ໊ࢺʫͰʮʜ
ΛʙͱݺͿʯͱ͍͏ҙຯʹ͢Δͱ͑ߟΔɻcallͷޙʹʮ͜ΕΒͷՖʯthese flowersΛஔ͖ɼͦͷޙ
ʹʮαΫϥʯsakuraΛଓ͚Δɻʮͨࢲち͸͜ΕΒͷՖΛ೔ຊޠͰʰαΫϥʱͱݺͿʯ
ᾈ ɹ܈ޠʹ bikeʮࣗసंʯɼಈࢺ buyͷաܗڈ boughtɼmeʮࢲʹʯɼͦͯ͠લஔࢺ for͕͋ΔͷͰɼ
ʪbuyʴ΋ͷʴ forʴਓʫͰʮʢਓʣʹʢ΋ͷʣΛങ͏ʯͱ͍͏ҙຯʹ͢Δͱ͑ߟΔɻboughtͷޙʹ
ʮʢ̍୆ͷʣࣗసंʯa bikeΛஔ͖ɼͦͷޙʹલஔࢺ forɼʮࢲʹʯmeͷॱͰଓ͚Δɻʮ྆਌͸ࢲʹࣗస
ंΛങͬͯ͘Εͨʯ

応用レベル

ຊレベルج

応用レベル

K7-565-001 中学要点復習　ӳ語　܈ޙ　標準　別冊 2頁 ＭＫ新組
09/29
ఱ໺ − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P002-003_youten-e-hyoujyun-k.indd   2 2017/10/04   13:26



英
語
1

2

3

数
学
1

2

3

国
語
1

2

3

�

英文理解の基礎となる５文型という考え方が登場！

高校では，文の要素の組み合わせ方で決まる「文の型」，
つまり「文型」をもとに英文を解釈する。文型は５種類あ
り，５文型と呼ぶ。中学までで学んできた英文も，すべて
この５種類のどれかに分類される。実際の英文をもとに見
てみよう。

文型 例文

第１文型
〈主語＋動詞〉

　I   run in the park.

「私は公園の中を走る」

第２文型
〈主語＋動詞＋補語〉

　I    am a high school student.

「私は高校生だ」

第３文型
〈主語＋動詞＋目的語〉

　I   like tennis.

「私はテニスが好きだ」

第４文型
〈主語＋動詞＋目的語＋目的語〉

Mr. Tanaka teaches  us   math.　

「田中先生は私たちに数学を教える」

第５文型
〈主語＋動詞＋目的語＋補語〉

My mother calls   me   Tom.

「私の母は私をトムと呼ぶ」

文の要素とは
・ 主語 :「…は，…が」など動作・状態の主体を表す
・ 動詞 :「…する，…である」など動作・状態を表す
・ 目的語 :一般動詞の直後にきて「…を，…に」など動作
の受け手になる

・ 補語 :主語または目的語の内容や状態を補って説明する

主語動詞

← I ＝ a high school
　　　 student主語 動詞 補語

← I ＝ tennis
主語 動詞 目的語

← us ＝ math
主語 動詞 目的語 目的語

←me ＝ Tom
主語 動詞 目的語 補語

ʪಈࢺʴ΋ͷʴલஔࢺʴਓʫͷલஔࢺ͸ಈࢺʹΑܾͬͯ·͍ͬͯΔʂ
〈give＋人＋もの〉など，〈動詞＋人＋もの〉の文は〈動詞＋もの＋前置詞＋人〉に書き換
えができるが，使用できる前置詞は動詞によって決まっている。

■ toを使う動詞…give，show，sendなど
私は彼にケーキをあげた。
I gave him a cake. ⇒ I gave a cake to him.

■ forを使う動詞…buy，makeなど
私は彼にケーキを買った。
I bought him a cake. ⇒ I bought a cake for him.

� ͜Ε΋֮͑Δっ
トク
知
！

人 もの もの 人

人 もの もの 人
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̎ 高校の「様々な時制」につながる！
現在形／過去形／未来時制／現在進行形／
過去進行形／現在完了

ຊレベルج

�

ᾇ ɹʮຖ೔ʜา͘ʯ͸ɼ͍ͭ΋͍ͯͬߦΔࡏݱͷश׳Λද͢ͷͰɼܗࡏݱΛ༻͍Δɻओ͕̏ޠਓশɾ୯਺
ͷHeͳͷͰɼಈࢺwalkʹ -s͕͍͍ͭͯΔɻ
ᾈ ɹʮͦͷ࣌ʜ͍ͨͯݟʯ͸աڈͷ͋ΔҰ࣌఺ʹ͍ͯͨ͠ಈ࡞Λද͢ͷͰɼաڈਐܗߦʪwas[were]ʴ
ಈࢺͷ ing ܗʫΛ༻͍Δɻओޠ The woman͸̏ਓশɾ୯਺ͳͷͰɼbe ಈࢺ͸wasΛ༻͍Δɻthen
ʮͦͷ࣌ʯ͸ɼաڈʢਐߦʣܗͱͱ΋ʹΑ͘༻͍ΒΕΔɻ
ᾉ ɹʮʜձ͏ͭ΋Γͩʯ͸ະདྷͷ͜ͱΛද͢ͷͰɼະདྷ੍࣌ʹ͢Δɻʪwillʴಈࢺͷܗݪʫͷwill meet
ΛબͿɻnext summerʮࠓ度ͷՆʯͳͲະདྷΛද۟͢ޠ͸ະདྷ੍࣌ͱͱ΋ʹΑ͘༻͍ΒΕΔɻmet͸
meet ...ʮʜͱձ͏ʯͷաڈɾաڈ෼ܗࢺɻ

ᾇ walksɹᾈ was watchingɹᾉ will meet

ᾇ (A) cat is sleeping (on the chair.)
ᾈ  (The children) have just finished[done] (their homework.)
ᾉ  (Joe) will[is going to] study Chinese (next year.)
ᾊ  My brother went to (a concert last week.)

ຊレベルج

応用レベル

ͦΕͧΕͷ੍࣌ͰΑ͘༻͍ΒΕΔ۟ޠ

աܗڈ
yesterdayʮࡢ೔ʯɼthenʮͦͷ࣌ʯɼlast ...ʮ͜ͷલͷʜʯɼ
... agoʮʜલʹʯ

ະདྷ੍࣌ tomorrowʮ໌೔ʯɼnext ...ʮ࣍ͷʜʯ
ܗߦਐࡏݱ nowʮࠓʯ
աڈਐܗߦ thenʮͦͷ࣌ʯɼwhen ...ʮʜͨ࣌͠ʹʯ

ྃ׬ࡏݱ

〈継続〉for ...ʮʜͷؒʯɼsince ...ʮʜҎདྷɼʜ͔Βʯ
〈経験〉beforeʮҎલʹʯɼeverʮʢٙ໰จͰʣࠓ·Ͱʹʯɼ
ɹɹɹ neverʮҰ度΋ʜͳ͍ʯɼonceʮ̍ճʯɼ
ɹɹɹ twiceʮ̎ճʯɼ... timesʮʜճʯ
〈完了〉justʮͨͬͨࠓɼちΐ͏Ͳʯɼalreadyʮطʹʯɼ
ɹɹɹ yetʮʢٙ໰จͰʣ΋͏ɼʢ൱ఆจͰʣ·ͩʯ

� ͜Ε΋֮͑Δっ
トク
知
！
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完了形に新たな仲間が登場！

高校では，現在完了に加えて新たに「過去完了」と「未来完了」が登場。中学で学んだ現在完了の考え方が基本となる。

現在完了
〈完了〉

過去に始まった動作が現在は完了したことを表す。
Saki has already finished her homework.「サキは既に宿題を終えてしまっている」

過去完了
〈完了〉

過去に始まった動作が過去のある時点では完了したことを表す。
Saki had already finished her homework when I called her.
「私がサキに電話をした時，彼女は既に宿題を終えてしまっていた」

未来完了
〈完了〉

ある時点から始まった動作が未来のある時点では完了することを表す。
Saki will have finished her homework by six.
「サキは６時までに，宿題を終えてしまっているだろう」

॓୊Λ͍ͯ͠Δ

աڈの͋Δ࣌఺ ࡏݱ

॓୊ऴΘͬͨʂ

॓୊Λ͍ͯ͠Δ

աڈͷ͋Δ࣌఺
ʢ͕ࢲαΩʹి࿩Λͨ࣌͠ʣ

͞Βʹաڈ ࡏݱ

॓୊ऴΘͬͨʂ

宿題をしている

ある時点 未来のある時点（６時）

宿題終わった！

⑴ 　「１匹のネコが…眠っている」はネコが今している動作なので現在進行形〈am[is, are]＋動詞の
ing 形〉を用いる。主語 A cat「１匹のネコ」は３人称・単数なので be 動詞は is。後に動詞 sleep「眠
る」に -ingをつけた sleepingを続ける。

⑵ 　「たった今…終わらせたところだ」は「今既に完了していること」なので，現在完了〈have[has]＋
過去分詞〉にする。主語 The childrenは複数なので haveを用い，後に finish ...「…を終える」の
過去分詞 finishedを続ける。just「たった今」は haveと過去分詞の間に置く。

⑶ 　「勉強するだろう」は未来のことを表しているので，〈will[be going to]＋動詞の原形〉を用いる。
主語 Joeは３人称・単数なので，be going to ...を用いる時，be 動詞は isにする。「中国語を勉強す
る」は study Chineseと表す。主語が３人称・単数であっても，will[be going to]の後は動詞の原
形になるので，studyのままにする。
⑷ 　「先週…行った」は過去のことなので，動詞を過去形にする。go「行く」は不規則動詞で過去形は

went。goは後ろに toを続けて「…に行く」という意味を表すので，wentの後ろに toを続ける。
last week「先週」は，過去形とともによく用いられる。

応用レベル
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ᾇ ɹhope͸໨తޠʹ to ෆఆ͚ͩࢺΛऔΔಈࢺɻʮࢲ͸কདྷཹ学͢Δ͜ͱΛ๬ΜͰ͍Δʯ
ᾈ ɹenjoy͸໨తޠʹಈ໊͚ͩࢺΛऔΔಈࢺɻʮ൴ঁ͸༦৯ޙɼຊΛಡΜͰָ͠Ήʯ
ᾉ ɹpractice͸໨తޠʹಈ໊͚ͩࢺΛऔΔಈࢺɻʮトϜ͸ຖ೔ɼΪターΛ஄͘࿅शΛ͍ͯ͠Δʯ

ᾇ ɹจͷࠎ૊Έ͸ʮࢲ͸॓୊͕ͨ͘͞Μ͋ΔʯͳͷͰɼ܈ޠΑΓ I have a lot of homeworkͱ͢Δɻ
ʮ͢΂͖ʯ͸ʮ॓୊ʯΛम০͍ͯ͠Δɻ࢒Γͷ toͱಈࢺͷܗݪ doΑΓɼܗ༰ࢺͷಇ͖Λ͢Δ to ෆ
ఆࢺʮʜ͢΂͖ʯΛ༻͍Δͱ͑ߟɼhomeworkͷޙʹ to doΛଓ͚Δɻ

͸ɹ͢΂͖ɹ॓୊͕ͨ͘͞Μ͋Δɻࢲ

I have a lot of homework to do.

ᾈ ɹจͷࠎ૊Έ͸ʮδΣーϯ͸ͯݐΔ͜ͱΛܾΊͨʯɻ܈ޠʹաܗڈͷ decidedɼtoɼಈࢺͷܗݪ
build͕͋ΔͷͰʪdecideʴ to  ෆఆࢺʫʮʜ͢Δ͜ͱΛܾ৺͢ΔʯΛ༻͍Δͱ͑ߟɼJane 
decided to buildͱ͢Δɻʮ͜͜ʹՈΛͯݐΔʯ͸ build a house hereͱද͢ɻ

δΣーϯ͸ɹ͜͜ʹ ՈΛɹͯݐΔ͜ͱΛܾΊͨɻ

Jane decided to build a house here.

ᾉ ɹจͷࠎ૊Έ͸ʮͨࢲち͸৿Λ๚ΕΔͭ΋ΓͩʯͳͷͰɼ܈ޠΑΓ (We) will visit the forestͱ
͢Δɻ܈ޠʹ toͱಈࢺͷܗݪ take͕͋ΔͷͰɼʮࣸਅΛࡱΔͨΊʹʯ͸ɼ෭ࢺͷಇ͖Λ͢Δ to ෆ
ఆࢺʮʜ͢ΔͨΊʹʯΛ༻͍ͯ to take picturesͱ͢Δɻ

̍

̎

ᶃ
ᶄ

ᶃ ᶄ
Λम০ࢺ໊

to ෆఆࢺ

ᶃ ᶄ

ᶃ ಈࢺ ᶄ to ෆఆࢺʢಈࢺͷ໨తޠʣ

̍ɹᾇ to studyɹᾈ readingɹᾉ playing
̎ɹᾇ I have a lot of homework to do(.)
ɹᾈ Jane decided to build a house here(.)
ɹᾉ (We) will visit the forest to take pictures(.)

ᾇ He wants to go to the library (after school today.)
ᾈ  The baby didn’t[did not] stop[kept on] crying (all that 

morning.)

ຊレベルج

応用レベル

高校の「to 不定詞／動名詞の使い分け」につながる！

to 不定詞〈to＋動詞の原形〉／動名詞

K7-565-001 中学要点復習　ӳ語　܈ޙ　標準　別冊 6頁 ＭＫ新組
09/29
ఱ໺ − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P006-007_youten-e-hyoujyun-k.indd   6 2017/10/04   15:00



英
語
1

2

3

数
学
1

2

3

国
語
1

2

3

�

目的語が to 不定詞か，動名詞かによって意味が変わる動詞が登場！

高校では，to 不定詞，動名詞のどちらを目的語に取るかによって意味が変わる動詞を学ぶ。そのような動詞の場合，to 不定詞は
「未来に起こること（今起こっていないこと）」，動名詞は「現在・過去に起こっていること〔起こったこと〕」に対して用いると
考えると理解しやすい。

動詞 目的語が to 不定詞 目的語が動名詞

remember

「…することを覚えている」
Please remember to go to the post 
office.「郵便局に行くことを覚えておいて
ください」

「…したことを覚えている」
Rick remembers going to Okinawa ten years ago.「リッ
クは10年前に沖縄に行ったことを覚えている」

forget
「…するのを忘れる」
I forgot to go to the post office.「私は郵
便局に行くのを忘れた」

「…したことを忘れる」（通常，否定・疑問の場合に用いる）
Rick will never forget going to Okinawa ten years ago.
「リックは10年前に沖縄に行ったことを決して忘れないだろう」

私たちは　写真を撮るために　森を訪れるつもりだ。

We will visit the forest to take pictures.
① ②

① ② to 不定詞
動詞を修飾

⑴ 　「…したい」は〈want＋ to 不定詞〉を用いる。主語の heは３人称・単数で現在の文なので，-sを
つけてwantsとする。「その図書館に行く」は go to the libraryで表す。「…したい」は〈hope＋
to 不定詞〉〈wish＋ to 不定詞〉としてもよい。

⑵ 　「…するのをやめる」という意味の〈stop＋動名詞〉を用いて，「…するのをやめなかった」を作る。過去
の一般動詞の否定文なので didn’t[did not]を stop cryingの前に置く。stopは目的語に動名詞だけを
取る動詞。また，「泣くのをやめなかった」を「泣き続けた」ととらえて，〈keep on＋ crying〉としてもよい。

応用レベル

˙ to ෆఆࢺʢ໊ࢺ༻๏ʣɾಈ໊ࢺ͸໊ࢺͷಇ͖Λͯ͠ɼจதͰ༷ʑͳ໾ׂΛՌͨ͢
文中で果たす役割 例文

主語

To help friends
　　　　　　　　　is important.
Helping friends

「友達を助けることは大切だ」

動詞の目的語

　　　　　to play tennis.
 I  like
　　　　　playing tennis.

「私はテニスをすることが好きだ」

前置詞の目的語

She is interested in taking pictures.

「彼女は写真を撮ることに興味がある」
※ to 不定詞は前置詞の目的語にはならない。

補語

　　　　　　　　to build a school.
Their work is
　　　　　　　　building a school.

「彼らの仕事は学校を建てることだ」

� ͜Ε΋֮͑Δっ
トク
知
！

動詞 補語主語

主語 動詞 目的語

前置詞

主語 動詞 補語
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１ 高校の「数と式」につながる！

因数分解・平方根

ຊレベルج

�

̍ɹᾇɹ( )( )x x4 7+ - ɹɹᾈɹ( )y 4 2-

̎ɹ 6- ɼ 3- ɼ 3ɼ4

̏ɹᾇɹ
3
15ɹɹᾈɹ

14
21

̐ɹ ( )( )x x3 1 5+ -

ຊレベルج

応用レベル

ᾇɹ 因数分解の公式１  Λͯͬ࢖ɼҼ਺෼ղ͢Δɻ

ɹੵ͕-28ɼ࿨͕-3ʹͳΔ 2ͭͷ਺͸ɼ4ͱ-7
ɹΑͬͯɼ
ɹɹɹɹ x x3 282- -  

ɹɹɹ ( )( )x x4 7= + -

ᾈɹy y8 162 +-  ͷఆ਺߲  16 42= ɼ 2 4 8#- =-   Ͱ yͷ܎਺-8ͱͳΔ͔Βɼ
ɹ 因数分解の公式３ Δɻ͑࢖͕ 
ɹɹɹɹ y y8 162- +

ɹɹɹ y y2 4 42 2# #= - +  

ɹɹɹ ( )y 4 2= -

ਖ਼ͷ਺ͱෛͷ਺ʹ෼͚ͯɼͦΕͧΕͷ਺Λ 2৐ͯ͠େখؔ܎Λௐ΂Δɻ
˔ਖ਼ͷ਺ͷ 4ɼ 3  ΛͦΕͧΕ 2৐͢Δͱɼ
ɹɹɹɹ4 162= ɼ( )3 32=

ɹ16 32   ͔ͩΒɼ 16 32

ɹͭ·Γɼɹɹɹɹɹ4 32

˔ෛͷ਺ͷ 3- ɼ-6ΛͦΕͧΕ 2৐͢Δͱɼ
ɹɹɹɹ( )3 32- = ɼ( )6 362- =

ɹ3 361   ͔ͩΒɼ 3 361

ɹͭ·Γɼ ɹɹɹ   3 61  

ɹΑͬͯɼɹɹ    3 62- -

খ͍͞ॱʹฒ΂Δͱɼ-6ɼ 3- ɼ 3ɼ4

̍

因数分解の公式１  ( ) ( )( )x a b x ab x a x b2+ + + = + +

4 2 4- =2 4- =2 4

因数分解の公式３  ( )x ax a x a22 2 2- + = -

̎

3 63 613 6

ෛͷ਺͸ઈର஋͕
େ͖͍΄Ͳ਺͸
খ͍͞

3 63 623 63 6- -3 63 6- -3 63 623 6- -3 623 6
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9

 

x x x

x x

3 3

12 2 2 3

15 3 5

2 # #

# #

#

#

=

- =-

- =-

4  であるから，共通因数は 3

　 x x3 12 152- -

x x3 3 4 3 52# # # #= - -  

( )x x3 4 52= - -  

( )( )x x3 1 5= + -

̐ x x3 3x x3 3x x

x x3x x3x x

3 5

共通因数をくくり出す

かっこの中を因数分解

因数分解の公式１  ( ) ( )( )x a b x ab x a x b2+ + + = + +

⑴　 610'

　
6

10
=  

　
6
10

=  

　
3
5

=

　
3

5
=  

　
3 3

5 3#
=

#

　 5
3
1

=

̏

b

a
b
a

=

 の中を
約分する

分母を有理化
する

⑵　 3 28'

　
28

3
=  

　
7

3
=
2

 

　
7 7

3 7#
=
2# #

　
14
21

=

28 2 72#=

分母を有理化
する

応用レベル

次数が増えて，より複雑になる！

高校では，次数が 3以上で文字が 2種類ふくまれてい
るなど，複雑な式を扱っていく。そのときに大切なの
が，式を適切に整理すること。たとえば右のように次数
の大きい方から並べる（降

こう

べきの順）や次数の小さい方
から並べる（昇

しょう

べきの順）など，式の整理の仕方も学ぶよ。
中学で習った計算が基礎となるので，しっかりと理解し
ておこう。

昇べきの順に整理

　　 x y xy x5 12 3- + + -  で xに着目すると，

降べきの順に整理

+1 1

+yx +yx

-5yx2 -5yx2

-x3
3࣍

߱ΓΔ ঢΔ

3࣍

2࣍ 2࣍

1࣍ 1࣍

0࣍ 0࣍

-x3
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̎ 高校の「２次関数」につながる！

2乗に比例する関数

ຊレベルج

1�

ᾇ ɹ2఺AɼB͸ɼؔ਺  y x
2
1 2=   ͷάϥϑ্ʹ͋ΔͷͰɼ

ɹy x
2
1 2=   ʹAɼBͦΕͧΕͷ x࠲ඪͷ஋Λ୅ೖͯ͠ y࠲ඪΛٻΊΔɻ

ɹɹ఺Aͷ x࠲ඪ͕ 1-  ͔ͩΒɼx 1=-   Λ  y x
2
1 2=   ʹ୅ೖͯ͠ɼ

ɹɹɹɹ ( )y
2
1

1
2
12#= - = ɹΑͬͯɼ ,1

2
1

A -c m

ɹɹ఺ Bͷ x࠲ඪ͕ 3͔ͩΒɼx 3=   Λ  y x
2
1 2=   ʹ୅ೖͯ͠ɼ

ɹɹɹɹy
2
1
3

2
92#= = ɹΑͬͯɼ ,3

2
9

Bc m

応用レベル

ᾇɹy͸ xͷ 2৐ʹൺྫ͢Δ͔ΒɼٻΊΔࣜ͸  y ax2=   ͱදͤΔɻ
ɹx 6=   ͷͱ͖ɼy 12=-   ͔ͩΒɼ͜ΕΛ  y ax2=   ʹ୅ೖ͢Δͱɼ
ɹɹɹɹ a12 62#- =  

ɹɹɹɹ    a36 12=-

ɹɹɹɹɹ   a
36
12

=-
3
1

=-

ɹΑͬͯɼٻΊΔࣜ͸ɼy x
3
1 2=-

ᾈɹᾇΑΓɼy x
3
1 2=-   ʹ  x 3=-   Λ୅ೖͯ͠ɼ

ɹɹɹɹ ( )y
3
1

3 2#=- -

ɹɹɹɹ    
3
1
9#=-

ɹɹɹɹ    3=-

ลͱӈลΛࠨɼͯ͠ࢉܭ
͍Ε͔͑Δɻ

ᾇɹy x
3
1 2=- ɹ ᾈɹ 3-

ᾇɹ ,1
2
1

A -c mɼ ,3
2
9

Bc mɹ ᾈɹy x
2
3

= + ɹ ᾉɹ3

ຊレベルج

応用レベル
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⑵ 　直線 lの式を  y ax b= +   とすると，2点 ,1
2
1

A -c m， ,3
2
9

Bc m を通るから，

　xの増加量は， ( )3 1 4- - = ，yの増加量は，
2
9
2
1
4- =   より，

　　傾き  
( )
( )

a
x
y

4
4
1

の増加量
の増加量

= = =   となり，y x b= +   と表せる。

　　直線 lは点 ,1
2
1

A -c m を通るから，x 1=- ，y
2
1

=   を  y x b= +   に代入して，

　　　　 b
2
1

1=- +   より，b
2
3

=

　　よって，直線 lの式は，y x
2
3

= +

【別解】
　直線 lの式  y = ax+b　…①に 2組の x，yの値を代入して，連立方程式をつくる。

　x =-1，y
2
1

=   を①に代入すると， a b
2
1
=- + 　…②

　x = 3，y
2
9

=   を①に代入すると， a b
2
9
3= + 　…③

　②，③を a，bについての連立方程式とみて解くと，a = 1，b 3
2

=

　よって，直線 lの式は，y x
2
3

= +

⑶ 　直線 lと y軸との交点を Cとする。y軸上の線分 OCで AOBi  

を AOCi  と BOCi  の 2つの三角形に分け，
　 共通な OCを底辺とすると， AOB AOC BOCi i i= +   と考えら
れる。

　それぞれの高さは，点A，Bの x座標の絶対値と同じなので，

　 2つの三角形の底辺は，
2
3

OC= 　 AOCi  の高さは，1

　 BOCi  の高さは，3より，
　 AOBi  の面積は，

　　　　
2
1
2
3
1
2
1
2
3
3# # # #+

　　    ( )
2
1
2
3

1 3# #= +

　　    3=

C

iBOC の͞ߴ

2
3

ఈล

O 3-1

A

y

x

l

B

x2
2
1

y=

iAOC の͞ߴ

y ax2=   は 2次関数  y ax bx c2= + +   に発展していく！
　y ax2=   のグラフは放物線の頂点が原点であったが，高校では原
点以外に頂点がある場合も扱っていく。
　実は，中学で習った「頂点が原点にある場合」というのは，高校
で習う一般的な場合の特殊な例だったんだ。このように，数学では
特殊な例から一般的な場合に発展していくことが多いので，今まで
に習ったことはしっかり復習しておこう。

O x

y
y=x2

O 1

2

x

y

3

＜高校の場合＞＜中学の場合＞

y=x2-2x+3
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̏ 高校の「場合の数と確率」につながる！

確率

ຊレベルج

1�

ᾇɹ
9
4ɹɹᾈɹ

12
7 ɹɹᾉɹ

9
2ɹɹᾊɹ

9
7

ᾇɹ42ݸɹɹᾈɹ
12
5

ຊレベルج

応用レベル

2ͭͷ͍͜͞ΖΛಉ࣌ʹ౤͛ͨͱ͖ͷ໨ͷग़ํΛथܗਤͰද͢ͱɼҎԼͷΑ͏ʹͳΔɻ

ɹɹɹɹ

1

1

2

3

4

5

6

△
△
△
△
△
△

2

1

2

3

4

5

6

△
△
△
△
△

3

1

2

3

4

5

6

○
○
○
○

△
△
△
△

4

1

2

3

4

5

6

△
△
△

5

1

2

3

4

5

6

△
△

6

1

2

3

4

5

6

○
○
○
○

△

○
○
○
○

□
□

□
□
□

□
□
□

○
○
○
○

Αͬͯɼશ෦Ͱ 36௨Γ͋ΓɼͲͷ໨͕ग़Δ͜ͱ΋ಉ༷ʹ͔֬Β͍͠ɻ
ᾇɹ2ҎԼͷ໨͕·ͬͨ͘ग़ͳ͍ͷ͸ɼ˓Λ͚ͭͨ 16௨Γ͔ͩΒɼ

ɹٻΊΔ֬཰͸ɼ 16
9
4

36
9

4

=

ᾈɹग़Δ໨ͷ਺ͷ࿨͕ 7ҎԼͱͳΔͷ͸ɼ˚Λ͚ͭͨ 21௨Γ͔ͩΒɼ

ɹٻΊΔ֬཰͸ɼ
36
21

12
7

12

7

=

ᾉ ɹग़Δ໨ͷ਺ͷੵ͕ 20Ҏ্ͱͳΔͷ͸ɼ˘Λ͚ͭͨ 8௨Γ͔ͩΒɼ

ɹٻΊΔ֬཰͸ɼ
36
8

9
2

9

2

=

ᾊɹʮ19ҎԼͱͳΔʯͱ͍͏͜ͱ͸ɼʮ20Ҏ্ʹͳΒͳ͍ʯͱ͍͏͜ͱͰ͋Δɻ
ɹ Αͬͯɼग़Δ໨ͷ਺ͷੵ͕ 19ҎԼͱͳΔ֬཰͸ɼ1-( ग़Δ໨ͷ਺ͷੵ͕ 20Ҏ্ͱͳΔ֬཰ ) ͰٻΊΔ͜
ͱ͕Ͱ͖Δɻ

ɹग़Δ໨ͷ਺ͷੵ͕ 20Ҏ্ͱͳΔ֬཰͸ɼᾉΑΓ 
9
2  ͔ͩΒɼ

ɹग़Δ໨ͷ਺ͷੵ͕ 19ҎԼͱͳΔ֬཰͸ɼ

ɹɹɹɹ1
9
2

9
7

- =
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まず，樹形図をかいて，3枚の並べ方が全部で何通りあるか調べる。
3けたの整数をつくるとき，「012」などの百の位が 0の並べ方はできないので，百の位の数は 1，2，3，4
となり，下の樹形図のようになる。

1

百の位 十の位 一の位

0

2

3

4

2
3
4

△

0
3
4

△
△

0
2
4
△

0
2
3

2

百の位 十の位 一の位

0

1

3

4

1
3
4

△

△

0
3
4

△
△

0
1
4
△
△

0
1
3

△

△

3

百の位 十の位 一の位

0

1

2

4

1
2
4

0
2
4
△

0
1
4
△
△

0
1
2 △

4

百の位 十の位 一の位

0

1

2

3

1
2
3
△

0
2
3

0
1
3

△

△

△

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

0
1
2

○
○
○

樹形図より，カードの並べ方は全部で  12 4 48# = （通り）である。
⑴ 　420より小さい整数は，○をつけた 42通りだから，420より小さい整数は 42個できる。
⑵ 　つくった 3けたの整数が 3の倍数となるのは，各位の数の和が 3の倍数であるとき。各位の数の和
が 3の倍数であるのは，△をつけた 20通りだから，

　求める確率は，
48
20

12
5

12

5

=

応用レベル

定理・公式がたくさん出てきて，計算で場合の数や確
率を求める！

A，B，Cの 3人のうち 2人が順に並ぶとき，中学では樹形図を
かいて並び方が何通りあるかを求めるが，高校では，計算で求
めるようになる。これで複雑なことがらの確率や，数え上げる
のが大変な確率も計算で求めることができる。
ただし，複雑な問題こそ，題意を把握することはとても大切な
ので，今のうちに基本となる樹形図や表のかき方を復習してお
こう。

〈中学〉

全部で 6通り

〈高校〉

3 2 6P3 2 #= =

Pという記号を使って
計算するよ。

⇒

A

1人目 2人目

B

B

C

A

C

A

B
C
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ん
を
ڍ
͛
、
し
ん
ち
Ỵ
ん
が
͓
฼
さ
ん
を
「
Έ
さ
え
」
と
ݺ
Ϳ
の
は
、
文
๏
త
に
は

（
ਖ਼
し
い
か
ਖ਼
し
く
な
い
か
と
い
う
ٞ
࿦
な
Β
）
ਖ਼
し
い
が
、
ࣾ
ձ
త
な
ϧ
ー
ϧ
か
Β

は
ҳ
୤
し
ͯ
い
る
と
ࢦ
ఠ
し
ͯ
い
る
。
こ
の
಺
容
に
߹
っ
ͯ
い
る
の
は
ウ
。

　

ア�　

し
ん
ち
Ỵ
ん
の
言
༿
ݣ
い
が
「
͓
も
し
Ζ
い
」
と
は
ड़
΂
ͯ
い
る
が
、
ච
ऀ
は

「
೔
ৗ
の
言
༿
ݣ
い
を
͓
も
し
Ζ
く
す
る
」
΂
き
だ
と
は
考
え
ͯ
い
な
い
し
、「
意
֎

ੑ
の
͋
る
言
༿
を
બ
Ϳ
΂
き
」
と
も
ड़
΂
ͯ
い
な
い
。

　

イ�　
「
文
๏
త
な
ਖ਼
ޡ
を
判
断
す
る
Ҏ
্
に
」
が
ޡ
り
。
ච
ऀ
は
理
࿦
言
語
ֶ
と
ࣾ
ձ

言
語
ֶ
に
༏
ྼ
は
ͭ
け
ͯ
い
な
い
。

　

Τ�　

໰
୊
文
で
は
、
理
࿦
言
語
ֶ
の
ϧ
ー
ϧ
は
文
๏
と
͋
り
、「
文
๏
త
に
ਖ਼
し
い
言

༿
」
は
「
理
࿦
言
語
ֶ
の
ϧ
ー
ϧ
か
Β
ҳ
୤
し
ͯ
」
は
い
な
い
の
で
ޡ
り
。

ײ
֮
Ͱ
઀
ଓ
詞
Λ
બ
Μ
Ͱ
͠
·
う
！

　

ײ
֮
త
に
઀
続
詞
を
બ
΅
う
と
す
る
と
、
ど
れ
も
౰
ͯ
は
ま
り
そ
う
に
ࢥ
え
ͯ
ؒ

ҧ
え
΍
す
い
ʂ　

લ
ޙ
の
಺
容
の
ؔ
܎
を
考
え
、
そ
の
ؔ
܎
に
߹
う
઀
続
詞
を
બ
΅

う
。

　

⬚
લ
ޙ
が
ٯ
の
಺
容
ˣ
「
し
か
し
」
な
ど　

લ
ޙ
が
同
じ
಺
容
ˣ
「
ͭ
ま
り
」
な
ど

ච
ऀ
の
ߟ
͑
Λ
ỏ
બ
୒
ࢶ
だ
͚
Λ
ಡ
Μ
Ͱ
ࣗ
෼
の
ײ
֮
Ͱ
બ
Μ
Ͱ
͠
·
う
！

　

ղ
౴
す
る
と
き
は
、
自
෼
が
ど
う
考
え
る
か
で
は
な
く
、
文
ষ
の
಺
容
を
ࠜ
ڌ
に

し
よ
う
。
文
ষ
の
಺
容
と
બ
୒
ࢶ
を
র
Β
し
߹
わ
ͤ
ͯ
、
಺
容
の
߹
っ
ͯ
い
る
も
の

を
બ
΅
う
。

　

ۭ
ཝ
̖
の
લ
ޙ
の
಺
容
が
ど
の
よ
う
な
ؔ
܎
に
͋
る
の
か
を
と
Β
え
ͯ
、
ద
切
な
઀
続

詞
を
౰
ͯ
は
Ί
る
。

લ
ộ
「
ਖ਼
し
い
か
、
ਖ਼
し
く
な
い
か
と
い
う
ٞ
࿦
な
Β
、
ਖ਼
し
い
」

　
　
　
　

　˱

૬
൓
す
る
಺
容
（
ٯ
઀
）

ޙ
ộ
「
ਖ਼
し
い
か
Β
と
い
っ
ͯ
、
そ
う
ݺ
ん
で
い
い
か
と
い
う
と
、
ผ
໰
୊
」

　

ۭ
ཝ
の
લ
ޙ
が
૬
൓
す
る
಺
容
に
な
っ
ͯ
い
る
の
で
、「
ٯ
઀
」
の
઀
続
詞
で
͋
る
Τ

「
し
か
し
」
が
౰
ͯ
は
ま
る
。

　

ྫ
ࣔ
の
ද
ݱ
に
着
໨
し
ͯ
、
۩
体
ྫ
が
ॻ
か
れ
ͯ
い
る
෦
෼
を
と
Β
え
る
。

　

ୈ
࢛
段
མ
の
๯
಄
に
「 

た
と
え
͹ 

」
と
い
う
ྫ
ࣔ
の
ද
ݱ
が
͋
り
、「
ア
χ
ϝ
の
Ϋ

Ϩ
Ϥ
ϯ
し
ん
ち
Ỵ
ん
で
は 

、
ộ
ộ 

ứ
Έ
さ
え
Ừ
と
ݺ
ͼ
ま
す 

」
と
ྫ
が
ࣔ
さ
れ
ͯ
い

る
。

た
と
え
͹
」
と
い
う
ྫ
ࣔ
の
ද
ݱ
が
͋
り
、「
ア
χ
ϝ
の
Ϋ

Ϩ
Ϥ
ϯ
し
ん
ち
Ỵ
ん
で
は

ứ
Έ
さ
え
Ừ
と
ݺ
ͼ
ま
す

⑴　

ର
ൺ
に
注
意
し
な
が
Β
文
ষ
の
ߏ
଄
を
͓
さ
え
ͯ
、
ච
ऀ
の
఻
え
よ
う
と
し
ͯ
い
る

こ
と
を
ͭ
か
む
。

　

ୈ
一
段
མ
で
「
ࣾ
ձ
の
な
か
の
言
༿
の
し
く
Έ
」（
ࣾ
ձ
言
語
ֶ
）
に
も
、
Ώ
る
΍

か
で
は
͋
る
が
、「
ه
߸
と
し
ͯ
の
言
༿
の
ߏ
଄
」（
理
࿦
言
語
ֶ
）
と
同
じ
よ
う
に

ϧ
ー
ϧ
が
͋
る
と
い
う
ච
ऀ
の
考
え
が
ࣔ
さ
れ
ͯ
い
る
。
こ
れ
に
ͭ
い
ͯ
、
ୈ
ೋ
段
མ

Ҏ
߱
で
理
࿦
言
語
ֶ
と
ࣾ
ձ
言
語
ֶ
の
ϧ
ー
ϧ
を
ର
ൺ
し
、
文
๏
を
ϧ
ー
ϧ
と
す
る
理

࿦
言
語
ֶ
で
は
ਖ਼
し
さ
が
໰
୊
に
な
る
が
、
ࣾ
ձ
の
な
か
の
言
༿
は
ਖ਼
し
さ
だ
け
で
は

語
れ
な
い
と
ड़
΂
ͯ
い
る
。
さ
Β
に
、
۩
体
ྫ
と
し
ͯ
ア
χ
ϝ
の
Ϋ
Ϩ
Ϥ
ϯ
し
ん
ち
Ỵ

⑵

高
校
の
ධ
࿦
Ͱ
は
ỏ
ς
ồ
Ϛ
に
つ
͍
ͯ
の
஌
ࣝ
΍
語
ኮ
が
ಡ
ղ
の
助
͚
ͱ
な
る
！

　

ߴ
ߍ
の
ධ
࿦
で
は
、
ઐ
໳
త
で
೉
ղ
な
ς
ồ
Ϛ
の
文
ষ
が
ѻ
わ
れ
る
͜
と
΋
ଟ
い
。
ς
ồ
Ϛ
に
ؔ
す

る
஌
ࣝ
と
語
ኮ
ྗ
が
あ
る
と
読
Έ
΍
す
く
な
る
の
で
、
೔
ࠒ
か
Β
஌
ࣝ
΍
語
ኮ
を
૿
΍
し
て
い
͜
う
。

　

σ
Χ
ϧ
ト
は
෺
৺
ೋ
ݩ
࿦
を
人
ؒ
に
౰
ͯ
は
Ί
、
৺
਎
ೋ
ݩ
࿦
を
ఏ
ࣔ
し
た
。
こ
こ
に

͓
い
ͯ
、
ਫ਼
ਆ
か
Β
切
り
཭
さ
れ
た
਎
体
は
Ϟ
ϊ
と
Ґ
ஔ
ͮ
け
Β
れ
、
ਫ਼
ਆ
よ
り
Լ
Ґ
に

ஔ
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ҏ
߱
、
఩
ֶ
に
͓
い
ͯ
は
形
ࣕ
্
の
໰
୊
が
主
に
औ
り
ѻ
わ

れ
、
਎
体
は
͋
る
意
ຯ
、
ૄ
֎
さ
れ
た
ঢ়
ଶ
と
な
っ
た
。

ධ࿦ͷྫߍߴ

「
৺
਎
ೋ
ݩ
࿦
」

「
෺
৺
ೋ
ݩ
࿦
」

「
形
ࣕ
上
」
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1�

�
現
代
文
ಡ
ղ

　
Τ

　
⑴
➧ 
ア
χ
ϝ
の
Ϋ
Ϩ
Ϥ
ϯ
し
Μ
ͪ
Ỵ
Μ
で
、
し
Μ
ͪ
Ỵ
Μ
が
͓
฼

͞
Μ
を
「
Έ
͞
͑
」
と
名
前
で
ݺ
Ϳ
͜
と
。

　
⑵
　 

ウ

ừ
ま
ͣ
は
໰
୊
文
の
読
Έ
ղ
き
方
を
֬
ೝ
ʂ
Ử

ୈ
一
段
མ

ୈ
ೋ
段
མ

ୈ
ࡾ
Ỗ
ޒ
段
མ

ච
ऀ
の
ߟ
͑

　
　
ˡ

ừ
ཧ
࿦
言
語
ֶ
Ử（
ه
߸
と
し
ͯ
の
言
༿
の
ߏ
଄
）

ừ
ࣾ
ձ
言
語
ֶ
Ử（
ࣾ
ձ
の
な
か
の
言
༿
の
し
く
Έ
）

と
こ
Ζ
が

と
こ
Ζ
が

　
ࣾ
ձ
の
な
か
の
言
༿
の
し
く
Έ
を
考
え
る
৔
߹
、
ه
߸
と
し
ͯ
の
言
༿
の
ߏ
଄

を
考
え
る
৔
߹
と
同
じ
よ
う
に
、
ϧ
ー
ϧ
を
஌
る
ඞ
ཁ
が
͋
り
ま
す
。
し
か
し 

、

そ
の
ϧ
ー
ϧ
は
、
も
っ
と
Ώ
る
΍
か
で
す
。

　
理
࿦
言
語
ֶ 

の
৔
߹
、
そ
の
ϧ
ー
ϧ
は
文
๏
で
す
か
Β
、
ਖ਼
し
さ
が
໰
୊
に
な

り
ま
す
。
も
ち
Ζ
ん
、
ά
Ϩ
ー
κ
ー
ϯ
も
͋
り
ま
す
が
、
ج
ຊ
త
に
は
ਖ਼
し
い
か

ਖ਼
し
く
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
立
࿦
の
ج
൫
に
な
り
ま
す
。

　
と
こ
Ζ
が 

、
ࣾ
ձ
言
語
ֶ 

の
৔
߹
は
ਖ਼
し
い
か
ਖ਼
し
く
な
い
か
で
語
る
こ
と
は

で
き
ま
ͤ
ん
。

　
た
と
え
͹ 

、
ア
χ
ϝ
の
Ϋ
Ϩ
Ϥ
ϯ
し
ん
ち
Ỵ
ん
で
は
、
し
ん
ち
Ỵ
ん
は
͓
฼
さ

ん
の
こ
と
を
「
Έ
さ
え
」
と
ݺ
ͼ
ま
す
。
͓
฼
さ
ん
の
名
લ
は
た
し
か
に
「
Έ
さ

え
」
で
す
し
、
͓
෕
さ
ん
も
͓
฼
さ
ん
の
こ
と
を
「
Έ
さ
え
」
と
ݺ
ん
で
い
る
わ

け
で
す
か
Β
、
ؒ
ҧ
い
で
は
͋
り
ま
ͤ
ん
。
ਖ਼
し
い
か
、
ਖ਼
し
く
な
い
か
と
い
う

ٞ
࿦
な
Β
、
ਖ਼
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
Ỷ
う
。

　
し
か
し 

、
ਖ਼
し
い
か
Β
と
い
っ
ͯ
、
そ
う
ݺ
ん
で
い
い
か
と
い
う
と
、
ผ
໰
୊

で
す
。
෉
が
࠺
の
こ
と
を
ݺ
ͼ
ࣺ
ͯ
の
名
લ
で
ݺ
Ϳ
こ
と
は
ࣾ
ձ
త
に
ڐ
容
さ
れ

ま
す
が
、
ࢠ
ど
も
が
฼
の
こ
と
を
同
じ
よ
う
に
ݺ
Ϳ
こ
と
は
ࣾ
ձ
త
な
ϧ
ー
ϧ
か

Β
は
ҳ
୤
し
ͯ
い
る
か
Β
で
す
。
そ
し
ͯ
、
ҳ
୤
し
ͯ
い
る
か
Β
こ
そ
、
し
ん
ち
Ỵ

ん
が
͓
฼
さ
ん
の
こ
と
を
͋
え
ͯ
「
Έ
さ
え
」
と
ݺ
Ϳ
の
が
͓
も
し
Ζ
い
の
で
す
。

 

（
ੴ
ࠇ
ܓ
ứ
೔
ຊ
語
は
「
ۭ
ؾ
」
が
ܾ
Ί
る
　
ࣾ
ձ
言
語
ֶ
ೖ
໳
Ừ
ޫ
文
ࣾ
）

し
か
し

と
こ
Ζ
が

た
と
え
͹

ٯ
઀
の
઀
ଓ
ࢺ

ྫ
ࣔ
の
表
ݱ

ର
ൺ

ه
߸
と
し
ͯ
の
言
༿
の
ߏ
଄
を
考
え
る
৔
߹
と
同
じ
よ
う
に
、
ࣾ
ձ
の
な
か
の
言

༿
の
し
く
Έ
の
ϧ
ー
ϧ
を
஌
る
ඞ
ཁ
が
͋
る
。
そ
の
ϧ
ー
ϧ
は
Ώ
る
΍
か
。

理
࿦
言
語
ֶ
の
ϧ
ー
ϧ
ử
文
๏
　

　
ˣ
ਖ਼
し
い
か
ਖ਼
し
く
な
い
か
が
立
࿦
の
ج
൫

ࣾ
ձ
言
語
ֶ
の
ϧ
ー
ϧ
ˣ
ਖ਼
し
い
か
ਖ਼
し
く
な
い
か
で
語
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
　
ˡ 

た
と
え
͹

　
۩
体
ྫ

　
・ 

ア
χ
ϝ
の
Ϋ
Ϩ
Ϥ
ϯ
し
ん
ち
Ỵ
ん
で
は
、
し
ん
ち
Ỵ
ん
が
͓
฼
さ
ん
の
こ
と

を
「
Έ
さ
え
」
と
（
ݺ
ͼ
ࣺ
ͯ
の
）
名
લ
で
ݺ
Ϳ
。

　
　
　
　
ˡ

　
　 
ਖ਼
し
い
か
ਖ਼
し
く
な
い
か
と
い
う
ٞ
࿦
な
Β
ਖ਼
し
い
が
、
ࣾ
ձ
త
な
ϧ
ー
ϧ

か
Β
は
ҳ
୤
し
ͯ
い
る
。

　
　（
˞
こ
の
ҳ
୤
が
͓
も
し
Ζ
さ
に
ͭ
な
が
っ
ͯ
い
る
。）

た
と
え
͹

ର
ൺ

ࣾձֶޠݴ

۩ମྫ ͱͦͷઆ໌

ཧ࿦ֶޠݴ චऀͷ͑ߟ

高
校
の
「
೉
͠
͍
文
ষ
の
ಡ
ղ
」
に
つ
な
が
る
！
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英
語
1

2

3

数
学
1

2

3

国
語
1

2

3

1�

　
　ừ
ݱ
୅
語
༁
Ử

　 

　
こ
う
し
ͯ
、
ޚ
ਆ
ָ
が
࢝
ま
っ
た
と
こ
Ζ
、
ຊも
と

方か
た

と
຤す
え

方か
た

の
ഥ
ࢠ
の
音
が
、
と
ͯ
も
大
き
く
、

ߴ
い
と
こ
Ζ
で
ڹ
き
߹
っ
ͯ
い
る
声
が
、
ྑ
し
ѱ
し
を
ฉ
き
஌
Β
な
い
（
ࢲ
の
）
ࣖ
に
も
す
͹

Β
し
い
。
ޚ
ਆ
ָ
が
、
࣍
ୈ
に
終
わ
り
の
方
に
な
っ
ͯ
い
る
と
ฉ
こ
え
る
。

　ừ
ݱ
୅
語
༁
Ử

　
ߖ
ଠ
ࢠ
は
、
࣍
ୈ
に
੒
௕
な
さ
る
に
ͭ
れ
ͯ
、
大
ม
か
わ
い
Β
し
く
い
Β
っ
し
Ỵ
る
に
ͭ
け
ͯ

も
、（
ߖ
ଠ
ࢠ
の
֎
૆
෕
で
͋
る
）
۝
৚
఼
΁
の
（
ఇ
か
Β
の
）
͝
৴
པ
は
大
ม
す
͹
Β
し
い
。

ま
た
、
࢛
の
ٶ
、
ޒ
の
ٶ
ま
で
も
い
Β
っ
し
Ỵ
る
の
は
す
͹
Β
し
い
こ
と
だ
。

　
ϙ
イ
ϯ
ト
は
「
Ί
で
た
し
」
の
༁
し
方
。「
Ί
で
た
し
」
に
は
「
①
す
͹
Β
し

い
　
②
ت
͹
し
い
・
ॕ
う
΂
き
だ
」
と
い
う
意
ຯ
が
͋
る
が
、
こ
こ
で
は
௚
લ
に

「
ߴ
き
と
こ
Ζ
に
ͻ
ͼ
き
͋
ͻ
た
る
声
」
と
͋
り
、
ߴ
音
の
声
の
美
し
い
ڹ
き
߹

い
に
ͭ
い
ͯ
言
っ
ͯ
い
る
こ
と
か
Β
、「
す
͹
Β
し
い
」
と
༁
し
ͯ
い
る
イ
が
ਖ਼

ղ
。

　
ϙ
イ
ϯ
ト
は
、「
い
Έ
じ
」「
う
ͭ
く
し
」
の
༁
し
方
。「
い
Έ
じ
」
に
は
「
①
は

な
は
だ
し
い
　
②
す
͹
Β
し
い
　
ᶅ
൵
し
い
」
な
ど
の
意
ຯ
が
͋
る
。
こ
の
意
ຯ
に

߹
う
の
は
、
イ
「
す
͹
Β
し
く
」
と
ウ
「
大
ม
ợ
ử
は
な
は
だ
し
く
Ụ」。
ま
た
、「
う

ͭ
く
し
」
は
、
ݹ
語
で
は
ج
ຊ
త
に
「
か
わ
い
Β
し
い
」
と
い
う
意
ຯ
を
ද
す
が
、

「
美
し
い
」
と
い
う
意
ຯ
を
ද
す
こ
と
も
͋
る
。
し
た
が
っ
ͯ
、「
う
ͭ
く
し
」
が
ਖ਼

し
く
༁
さ
れ
ͯ
い
る
の
は
、
ア
「
美
し
く
」
か
ウ
「
か
わ
い
Β
し
く
」。
よ
っ
ͯ
、

「
い
Έ
じ
」「
う
ͭ
く
し
」
の
ど
ち
Β
も
ਖ਼
し
く
༁
さ
れ
ͯ
い
る
ウ
が
ਖ਼
ղ
。

　
ϙ
イ
ϯ
ト
は
「
΍
う
΍
う
」
の
༁
し
方
。「
΍
う
΍
う
」
は
「
࣍
ୈ
に
・
だ
ん

だ
ん
」
と
い
う
意
ຯ
な
の
で
、「
ޚ
ਆ
ָ
が
、
࣍
ୈ
に
終
わ
り
の
方
に
な
っ
ͯ
い

る
」
と
༁
し
ͯ
い
る
イ
が
ਖ਼
ղ
。

ߴ
き
と
こ
Ζ
に
ͻ
ͼ
き
͋
ͻ
た
る
声
、 

ฉ
き
஌
Β
͵
ࣖ
に
も
Ί
で
た
し
。

ᶃ

⑴
い
Έ
じ
く
う
ͭ
く
し
う
͓
は
し
ま
す
に
ͭ
け
ͯ
も
、ç

　2

 

Έޚ

ਆか
͙
Βָ

、
΍
う
΍
う
Ռ
ͯ
か
た
に
な
る
と
ฉ
こ
Ώ
。

ᶄ

⑵
　
　�

ෳ
਺
の
ҙ
ຯ
を
࣋
つ
ݹ
語
に
つ
い
て
は
、
文
ষ
த
で
は
ど
の
ҙ
ຯ
で
用
い
Β
れ
て
い

る
の
か
を
読
Έ
औ
る
ඞ
ཁ
が
あ
る
。
前
後
の
文
຺
を
と
Β
͑
て
ద
切
な
༁
を
બ
Ϳ
。

1

高
校
Ͱ
は
ỏ
ݹ
語
な
Ͳ
の
஌
ࣝ
Λ
΋
ͱ
に
ਖ਼
֬
に
༁
͢
͜
ͱ
が
ٻ
Ί
Β
Ε
る
！

　
ߴ
ߍ
で
は
、
ڭ
Պ
ॻ
に
ݱ
୅
語
༁
が
の
ỳ
て
͓
Β
ず
、
஫
΋
গ
な
い
の
で
、
ݹ
語
΍
ݹ
文
文
๏
の
஌

ࣝ
を
用
い
て
ਖ਼
確
に
༁
す
ඞ
ཁ
が
あ
る
。
わ
か
Β
な
い
ݹ
語
の
ҙ
ຯ
を
確
認
す
る
Ϋ
η
を
つ
け
よ
う
ʂ

ừ
த
ֶ
の
ݹ
文
Ử

ừ
ߴ
ߍ
の
ݹ
文
Ử

 

（ứ
ҏ
੎
෺
語
Ừ
よ
り
）

そ
の
உ
、
਎
を
ཁ
な
き
も
の
に
ࢥ
ͻ
な
し

ͯ
、
ژ
に
は
͋
Β
じ
、
͋
ͮ
ま
の
方
に
ॅ

む
΂
き
ࠃ
ٻ
Ί
に
と
ͯ
ߦ
き
け
り
。

ớ
஫
Ờ
ژ
ộ
ژ
の
౎
の
͜
ͱ
。
ژ
౎
。

ɹ
ɹ
ɹ
͋
ͮ
·
ộ
ژ
౎
͔
Β
ݟ
ͯ
౦
ʹ
͋
Δ
ࠃ
ʑ
の
͜
ͱ
。

զ
が
਎
を
໾
に
立
ͨ
な
い
΋
の
と
ܾ
Ί
͜
Μ
で

い
る
ま
い

౦
ࠃ
の
方
に

そ
の
உ
、
਎
を
ཁ
な
き
も
の
に
ࢥ
ͻ
な
し

ͯ
、
ژ
に
は
͋
Β
じ
、
͋
ͮ
ま
の
方
に
ॅ

む
΂
き
ࠃ
ٻ
Ί
に
と
ͯ
ߦ
き
け
り
。

ớ
஫
Ờ
͋
ͮ
·
ộ
ژ
౎
͔
Β
ݟ
ͯ
౦
ʹ
͋
Δ
ࠃ
ʑ
の
͜
ͱ
。

ݱ
୅
語
༁
は
つ
か
な
い஫

΋
最
খ
ݶ
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1�

�
ݹ
文
୯
語

　
　
⑴
イ
　
⑵
ウ
　
⑶
イ
　
⑷
ア

　
　�

⑴
イ
　
⑵
イ

　
　
ウ

12
1� 

��
の
ừ
ݱ
୅
語
༁
Ử

　
໌
け
方
に
な
っ
た
ࠒ
に
、
৊
の
音
が
ฉ
こ
え
る
。
໷
が
໌
け
よ
う
と
す
る
の
だ
Ζ
う
か
と
ࢥ
う

と
、
と
ͯ
も
う
れ
し
く
な
る
。
だ
ん
だ
ん
か
Β
す
の
声
な
ど
が
ฉ
こ
え
る
。
朝
の
૟
আ
の
音
な
ど

を
ฉ
く
と
、
す
っ
か
り
໷
が
໌
け
た
と
わ
か
る
の
で
、
よ
し
、
い
ͭ
も
の
よ
う
に
、
人
ʑ
が
Έ
な

໨
を
֮
ま
し
な
さ
っ
た
Β
、
ަ
୅
し
ͯ
、
গ
し
৸
ೖ
Ζ
う
、
と
ࢥ
う
と
、
ộ
ộ

　
ϙ
イ
ϯ
ト
は
「
͋
ま
た
」
の
༁
し
方
。「
͋
ま
た
」
は
「
た
く
さ
ん
」
と
い
う
意

ຯ
。「
山
の
方
か
Β
人
が
た
く
さ
ん
来
る
音
が
す
る
。」
と
な
っ
ͯ
意
ຯ
が
௨
る
の
で
、

イ
が
ਖ਼
ղ
。

　
ϙ
イ
ϯ
ト
は
「
い
Έ
じ
き
」
の
༁
し
方
。「
い
Έ
じ
」
に
は
「
①
は
な
は
だ
し
い
　

②
す
͹
Β
し
い
　
ᶅ
൵
し
い
」
な
ど
の
意
ຯ
が
͋
る
。
文
຺
か
Β
౰
ͯ
は
ま
る
意
ຯ

を
考
え
る
と
、「
大
ม
͓
૫
ͤ
に
な
る
の
を
ݟ
る
の
は
、
と
ͯ
も
൵
し
い
。」
と
な
っ

ͯ
意
ຯ
が
௨
る
の
で
、
ウ
が
ਖ਼
ղ
。

　
ϙ
イ
ϯ
ト
は
「
͓
ど
Ζ
き
」
の
༁
し
方
。「
͓
ど
Ζ
く
」
に
は
「
①
は
っ
と
ؾ
ͮ

く
　
②
໨
が
֮
Ί
る
」
な
ど
の
意
ຯ
が
͋
る
。
文
຺
か
Β
౰
ͯ
は
ま
る
意
ຯ
を
考
え

る
と
、「
ؾ
が
か
り
に
ࢥ
い
な
が
Β
৸
た
の
で
、
ͺ
っ
と
໨
が
֮
Ί
た
。」
と
な
っ
ͯ

意
ຯ
が
௨
る
の
で
、
イ
が
ਖ਼
ղ
。「
;
と
」
に
は
「
①
た
΍
す
く
　
②
ͺ
っ
と
　
ᶅ
ෆ

意
に
」
の
意
ຯ
が
͋
る
が
、
こ
こ
で
は
②
の
意
。

　
ϙ
イ
ϯ
ト
は
「
を
か
し
う
」
の
༁
し
方
。「
を
か
し
」
に
は
「
①
झ
が
͋
る
・
෩

৘
が
͋
る
　
②
Ѫ
Β
し
い
」
な
ど
の
意
ຯ
が
͋
る
。
文
຺
か
Β
౰
ͯ
は
ま
る
意
ຯ
を

考
え
る
と
、「
֊
段
の
΄
と
り
に
、
ക
が
と
ͯ
も
झ
ਂ
く
࡙
い
ͯ
い
る
。」
と
な
っ
ͯ

意
ຯ
が
௨
る
の
で
、
ア
が
ਖ਼
ղ
。

山
の
方か
た

よ
り
人
͋
ま
た
来
る
音
す
。

⑴

い
と
い
た
く
ḭ
ͤ
た
ま
;
を
ݟ
る
な
む
、
い
と
い
Έ
じ
き
。

⑵

う
し
Ζ
Ί
た
う
ࢥ
ͻ
ͭ
ͭ
৸
け
れ
͹
、
;
と
͓
ど
Ζ
き
͵
。

⑶

֊は
し

の
まؒ

に
、
ക
い
と
を
か
し
う
࡙
き
た
り
。

⑷
現
代
語
ͱ
ܗ
は
ࣅ
ͯ
͍
る
が
ҟ
な
る
ҙ
ຯ
Λ
࣋
つ
語
に
஫
ҙ
！

　
た
と
え
͹
、
⑷
の
「
を
か
し
」
は
、
ݱ
୅
語
の
「
͓
か
し
い
」
と
形
が
ࣅ
ͯ
い
る

が
ҟ
な
る
意
ຯ
を
࣋
ͭ
。
こ
の
よ
う
に
、
形
は
ࣅ
ͯ
い
ͯ
も
ੲ
と
ࠓ
と
で
は
ҟ
な
る

意
ຯ
を
࣋
ͭ
語
が
͋
る
の
で
、
ݹ
語
の
意
ຯ
を
֮
え
ͣ
、
ݱ
୅
語
の
ײ
֮
で
༁
し
ͯ

い
く
と
ਖ਼
し
く
理
ղ
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
ؒ
ҧ
え
΍
す
い
言
༿
は
໰
わ
れ
΍
す
い

の
で
、
注
意
し
ͯ
ਖ਼
֬
な
意
ຯ
を
֮
え
る
こ
と
が
大
切
。

高
校
の
「
ݹ
文
ಡ
ղ
」
に
つ
な
が
る
！
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英
語
1

2

3

数
学
1

2

3

国
語
1

2

3

1�

　
ま
ͣ
文
節
に
۠
切
Ζ
う
。
࣍
に
、
文
節
の
࠷
ॳ
に
͋
る
自
立
語
と
、
自
立
語
に
付

い
ͯ
い
る
付
属
語
に
෼
け
な
が
Β
単
語
に
۠
切
っ
ͯ
い
こ
う
。
自
立
語
は
単
独
で
文

節
を
作
れ
る
よ
。
ま
た
付
属
語
は
な
い
৔
߹
も
、
一
ͭ
の
文
節
に
ෳ
਺
͋
る
৔
߹
も

͋
る
よ
。

　「
ਧ
い
ͯ
い
る
」
は
、「
ਧ
い
ͯ
」
と
「
い
る
」
の
ೋ
文
節
か
Β
੒
っ
ͯ
い
る
。
こ

の
「
い
る
」
も
動
詞
で
、
文
શ
体
の
ड़
語
で
͋
る
「
ਧ
く
」
に
意
ຯ
を
ఴ
え
る
໾
ׂ

か
Β
ิ
ॿ
動
詞
と
い
う
よ
。
単
語
の
਺
は
શ
෦
で
12
だ
Ͷ
。

ͻ
と
ͭ
だ
け
活
用
形
が
ଞ
と
ҟ
な
る
の
は
イ
、
ͻ
と
ͭ
だ
け
活
用
の
छ
ྨ
が
ଞ
と
ҟ

な
る
の
は
ア
だ
Ͷ
。

「
ݟ
る
」
ͱ「
ݟ
͑
る
」
は
ผ
の
୯
語
！

　「
ݟ
る
」
は
「
な
い
」
を
ͭ
け
る
と
「
ݟ
な
い
」
と
な
る
্
一
段
活
用
だ
が
、「
ݟ

え
る
」
は
「
ݟ
え
な
い
」
と
な
る
か
Β
Լ
一
段
活
用
。
こ
の
ೋ
ͭ
は
ผ
の
単
語
だ

よ
。
同
༷
に
「
読
む
」
と
「
読
Ί
る
」
΍
「
話
す
」
と
「
話
ͤ
る
」、「
立
ͭ
」
と

「
立
ͯ
る
」
な
ど
も
ผ
ʑ
の
単
語
。「
な
い
」
を
ͭ
け
ͯ
活
用
を
֬
ೝ
す
る
ࡍ
に
注
意

し
よ
う
。

⑴

※
「
／
」
は
文
節
、「
・
」
は
単
語
の
切
れ
目
を
表
す
。

 

は
自
立
語
。

ॵ
い 
　
／
　 

౎
ձ 

・
の
　
／
　 

ۭ
 ؾ

・
を
　
／
　 

๨
れ
る 

・
よ
う
な
　
／

෩ 

・
が
　
／
　
　
　
　
　
　 

ਧ
い 

・
ͯ
　
　
　
／
　 

い
る 

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
い
」
→
形
容
詞

名
詞

助
詞

名
詞

助
詞

「
忘
れ
る（
ウ
）」
→
動
詞

助
動
詞

名
詞

助
詞

「
吹
く（
ウ
）」
→
動
詞

助
詞

（
補
助
）
動
詞

⑵
　
　 

๣
ઢ
෦
の
動
詞
に
ͭ
い
ͯ
、
活
用
の
छ
ྨ
と
活
用
形
を
֬
ೝ
し
ͯ
い
く
よ
。

ݟ
た

　
・「
Έ
（
イ
）
な
い
」
で
上
一
段
活
用
・
後
に
「
た
」
が
続
く
→
連
用
形

ア

ݟ
え
る

　
・「
見
͑
（
エ
）
な
い
」
で
下
一
段
活
用
・
文
末
に
あ
る
→
終
止
形

イ

ग़
ま
す
よ

　
・「
Ͱ
（
エ
）
な
い
」
で
下
一
段
活
用
・
後
に
「
ま
す
」
が
続
く
→
連
用
形

ウ

๚
れ
ͯ

　
・「
訪
Ε
（
エ
）
な
い
」
で
下
一
段
活
用
・
後
に
「
て
」
が
続
く
→
連
用
形

エ

口語文法

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

仮
定
形

命
令
形

例
　
行
く

かこ

きっ

く

く

け

け

主
な

続
き
方

な
いう

よ
う

ま
すたて

言
い
切
る

形

と
き

こ
と

ば

命
令
の

意
味
で

言
い
切
る
形

文語文法

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

例
　
行
く

か

き

く

く

け

け

後
に
続
く

主
な
語

ず
む
（
ん
）

用
言

け
りて

。と

体
言

こ
と

も
の

どども

。と

Ծ
ఆ
ܗ
が
な
͘
な
Γ
ỏ
ቮ
વ
ܗ
が
ొ
৔
！

　
文
語
文
法
で
は
、
活
用
表
の
「
仮
定
形
」
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
「
已い

然ぜ
ん

形
」
に
な
る
け
れ
ど
、
ほ
か
の

活
用
形
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
よ
。
口
語
文
法
の
活
用
表
と
主
な
続
き
方
を
し
っ
か
り
お
さ
え
て
お
く
こ

と
が
重
要
だ
。

仮
定
形
が
已
然
形
に
！
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19

１
高
校
の
「
文
語
文
法
」
に
つ
な
が
る
！

現
代
（
口
語
）
文
法

　
　�

⑴
ア
：
名
詞
　
イ
：
形
容
詞
　
　
ウ
：
動
詞

　
　
⑵
ア
：
副
詞
　
イ
：
形
容
動
詞
　
ウ
：
動
詞

　
　
⑶
ア
：
助
詞
　
イ
：
助
詞
　
　
　
ウ
：
助
動
詞

　
　�

⑴
五
段
（
活
用
）
終
止
（
形
）　
⑵
上
一
段
（
活
用
）
連
用
（
形
）

　
　
⑶
五
段
（
活
用
）
連
体
（
形
）　
⑷
上
一
段
（
活
用
）
未
然
（
形
）

12

　
⑴
12
　
⑵
①
：
イ
　
②
：
ア

　
　�

ま
ず
「
ネ
」
な
ど
を
入
れ
て
文
節
に
区
切
り
、
文
節
の
最
初
に
あ
る
か
ど
う
か
で
自

立
語
か
付
属
語
か
を
見
分
け
る
。
そ
の
後
、
活
用
す
る
か
し
な
い
か
、
言
い
切
り
の

形
は
ど
う
か
で
判
断
し
よ
う
。

1

活
用
し
な
い
で
主
語
に
な
る
も
の
は
名
詞
。
活
用
す
る
自
立
語
の
う
ち
、
言
い
切
り

の
形
が
「
い
」
で
終
わ
る
も
の
は
形
容
詞
、ウ
段
の
音
で
終
わ
る
も
の
は
動
詞
だ
よ
。

活
用
し
な
い
自
立
語
の
う
ち
、
活
用
す
る
語
を
修
飾
す
る
の
は
副
詞
。
言
い
切
り
の

形
が
「
だ
・
で
す
」
で
終
わ
る
も
の
は
形
容
動
詞
。

ど
れ
も
単
独
で
文
節
を
作
れ
な
い
の
で
付
属
語
。
活
用
す
る
も
の
は
助
動
詞
、
活
用

し
な
い
の
が
助
詞
だ
よ
。

形
が
同
じ
終
止
形
と
連
体
形
は
、続
き
方
を
参
考
に
判
断
す
る
こ
と
。

た
く
さ
ん
の 

絵
画
を 

美
し
く 

飾
る
。

　　
・
活
用
し
な
い

・
主
語
に
な
る ア

イ
・
活
用
す
る

・「
美
し
い
」
→
「
い
」
で
終
わ
る

ウ

・
活
用
す
る

・「
飾
る
」
→
ウ
段
で
終
わ
る

⑴

も
っ
と 

静
か
な
声
で 

話
そ
う
。

　　 ア・
活
用
し
な
い

・
修
飾
語
に
な
る

・
活
用
す
る

・「
静
か
だ
」
→
「
だ
」
で
終
わ
る

イ

ウ

・
活
用
す
る

・「
話
す
」
→
ウ
段
で
終
わ
る

⑵

君 

の
考
え
方 

は
ま
る
で
大
人
の 

よ
う
だ
。

　　
ア・

付
属
語

・
活
用
し
な
い

イ

ウ

・
付
属
語

・
活
用
す
る

⑶「
よ
う
だ
」
は
助
動
詞
！

　「
よ
う
だ
」
は
「
大
人
の
よ
う
だ
」「
来
る
よ
う
だ
」
な
ど
の
よ
う
に
自
立
語
と
一

緒
に
使
い
、
一
語
だ
け
で
は
文
節
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
付
属
語
だ
よ
。
言

い
切
り
の
形
が
同
じ
形
容
動
詞
と
混
同
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
よ
う
。

　
　�

動
詞
の
活
用
の
種
類
は
後
に
「
な
い
」
を
つ
け
て
直
前
の
音
を
、
活
用
形
は
続
き
方

を
確
認
し
よ
う
。

2

推
理
小
説
を
読
む
。

　
・「
読
ま
（
ア
）
な
い
」
で
五
段
活
用
・
文
末
に
あ
る
→
終
止
形

⑴

毎
朝
六
時
に
起
き
ま
す
。

　
・「
起
き
（
イ
）
な
い
」
で
上
一
段
活
用
・
後
に
「
ま
す
」
が
続
く
→
連
用
形

⑵

山
を
登
る
と
き
の
注
意
点
。

　
・「
登
ら
（
ア
）
な
い
」
で
五
段
活
用
・
後
に
「
と
き
」
が
続
く
→
連
体
形

⑶

ど
の
コ
ー
ト
を
着
よ
う
か
。

　
・「
き
（
イ
）
な
い
」
で
上
一
段
活
用
・
後
に
「
よ
う
」
が
続
く
→
未
然
形

⑷
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していた人の割合の目安だよ※

中学ニガテ度
高校入学後の授業での単元の
つながりの目安だよ

高１スタート役立ち度

※本誌の「おさらい講義」に入っているQRコード（映像解説）は、
　お使いになれません。

天

地

表
紙
２
-３
　
新
高
校
１
年
生
　
総
復
習
ド
リ
ル
　
20
20
.

表
紙
２
-３
　
新
高
校
１
年
生
　
総
復
習
ド
リ
ル
　
2020.

表紙２（左開き） 表紙３（左開き）

H2-3_新高校1年生総復習ドリル.indd   1 2020/03/04   12:06



©Benesse Corporation 2020 Printed in Japan

90ZCO2-C3

天

地

表
�-
�　
新
高
校
�
年
生
　
総
復
習
ド
リ
ル
　
20
20
.

表
�-�　

新
高
校
�
年
生
　
総
復
習
ド
リ
ル
　
2020.

H1-4_新高校1年生総復習ドリル_aa2015.indd   1 2020/03/04   12:06




